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2005年8月,IGUの 都市地 理学 分野 コ ミッシ ョ

ン"Monitoring Cities of Tomorrow"の 年 次集 会

が立教大 学で開催 され た.そ こで の80あ ま りの発

表の中か ら,都 市観光 に関す るものを集 めたのが本

書であ る.都 市観光 につ いて は,都 市規模が大 き く

な るほど観光客 の数や移動,そ れ らの動態 などを把

握す ることが困難 になるため,こ れ まで荘洋 と した

分野で あった.そ の中 にあって本書 は貴重 な一冊 で

ある.編 者 の杜 国慶 は,長 らく中国 を中心 と した

都市 システムを研究 して きてお り,現 在 は立教大学

観光学部 に所属 している.そ のため,都 市 と観光 を

結 びつ ける研究書 の編者 には最適任者 であろ う.

本書 は6部 構成 であ り,地 理学 では目新 しい現象

や自由な発想 か ら都市観光 に切 り込 んだ ものばか り

である.第1部 は,巨 大 スポー ツイベ ン ト開催 によ

る都市 への影響 について,第2部 は レジャーに関す

る都市 の内部構造,第3部 は近年 脚光 を浴びてい る

世界遺産 に登録 された都市 が抱え る諸問題,第4部

は都 市全体 のあるいは都市内 の場所 イメー ジ,第5

部 と第6部 はそれぞれ発展途上 国 とグ ローバル都市

の観光開発 につ いて論 じられている.以 下 に詳 しく

紹介す る.

第1部 では,オ リンピック誘致 に伴 う社会経済 的

イ ンパ ク トにつ いて,こ れまでのオ リンピック開催

都市が世界的都市 システムの中で自 らの地位 をどれ

くらい変化 させて きたか という観点か ら論 じられ て

いる.具 体的 に は,2004年 に開催 され た アテネ オ

リンピックに関 して,ア テネ空港利用者数 やアテネ

へ の旅行者 数な どを指標 に,特 に2002年 か ら2004

年 にか けての アテネの地位変化が強調 されて いる.

結果 と して,東 京や ソウル などのように高度経済成

長を伴わなか ったアテネの地位 に大 きな変化 はみ ら

れなか ったが,そ の停滞要因 と して官僚政治や公的

セクターの非効率投資 などを あぶ り出せ たことに意

味が あったので はな いか と考え られ る.

第2部 は,都 市観光 には不可欠な盛 り場 に注 目 し

た寺谷亮司 による研究で ある. ,著者 の北海道 にお け

る一連の都市 システム研究の中か ら,都 市 の規模 に

対応 した盛 り場 の地域構造 につ いて抜 き出 し,松 山

市の詳細 な事例 を加えて まとめたもので ある 盛 り

場研究の成果 と して その地域構造を モデル化 した点

で も,都 市の 日本的特徴 という点で も,英 語で発信

す る本書 に盛 り場研究が掲載 され る意義が ある.

第3部 には2編 が収録 されてい る.1編 は世界遺

産 に登録 され たスペイ ンの2都 市 を比較 した もので

ある.聖 地 サ ンチアゴ ・デ ・コ ンポステー ラでは,

観光客 の急増 とホテルなどの進 出が歴史地 区の住民

生活 や景観 などに対 して脅威 とな っていた.一 方,

バ レンシア沖 の海港 イ ビサで は,世 界遺産 よ りも海

岸 リゾー トである との認識 が観光客 の中で優勢 であ

った.こ れ らの ことか ら,著 者 は歴史地 区での経済

活動 に対 する規制 や管理政策 の重要性 とともに,そ

のよ うな保全策 を含 めた広報活動 の必要性 を主張 し

ている.も う1編 は,中 国雲南省 の世界遺産 である

麗江古城 を取 り上 げ,歴 史地 区の店舗 の業 種 と規模,

資本 な どを指標 に,観 光地化 に伴 う商業 の地域構 造

の変化 を解 明 してい る.そ れによ ると,ナ シ族 を中

心 とす る住民 が独 自の景観 を作 り上 げた麗 江古城 に

おいて も,外 部 出身者 が歴史 的建造物を借 りて観 光

客 向 けの商業 ・宿泊業 を牽引 してい る実態が浮かび

上が って興味深い.

ところで,近 年 インターネッ トの普及 とともに,

行政当局が公式 ウェブサ イ トを通 して 自 らが望む都
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市 イメー ジを発信 す ることがで きるよ うにな った.

第4部 の1編 は,ス ペイ ンの県 都50都 市 の公式 ウ

ェブサイ トを対象 に,グ ラフィックとテキス トの分

析か ら都市 のマーケテ ィング戦 略を探 った ものであ

る.結 果 を概略す る と,小 都市 のサイ トは住民 向け

に,大 都市 のサイ トは投資家 向けに,地 中海沿岸 の

中規模都市 のサイ トは観光客 向けに作 られてい ると

い う.た だ し,こ れ らの分析結果 は表 や グラフなど

で示 されてお らず,著 者 の主観 的な解釈 が多 い点 が

気 にかか る.一 方,吉 田道代 は,原 宿表参道 の商店

組合 である 「樫会」 が明治神宮 を地域 アイデ ンテ ィ

ティの基軸 に据 えて,日 本 的伝統 に基 づ く景観 やイ

ベ ン トを増 や しつ つある現象 に注 目 している.そ し

て,こ のよ うな景観 の更新 や活動 自体 が,若 者 へ無

意識 の うちにナ ショナ リズムを浸透 させ る可能性 に

警鐘 を鳴 らしている.場 所 の情報発信 力が強い分だ

け,若 者 への影響 力 も大 きくな るとい う危惧か ら着

眼 した ものであろ う.

第5部 では レバ ノンのベイルー トを,第6部 で は

香港 と北京 を取 り上げ,観 光 開発 について論 じて い

る.こ の中で興 味深いの は香港の事例であ る.こ の

論考 で は,人 口セ ンサ スや雇用統計な どの統計 デー

タを駆 使 した 結果,CBDに 隣接 す るMid-Levels

地区で外国人 エ リー トビジネスマ ン向 けの高級高層

マ ンシ ョンの建 設 ラ ッシュが起 こ り,同 時 に文化

的 ・社会的環境 も大 き く変 わ っている ことが裏付 け

られ た.こ のよ うな地 区が新 たな観光 スポ ッ トと し

て脚光 を浴 びている.こ れはまさにグ ローバ リゼー

ションに伴 う貿易 ・金融 ・サー ビスセ ンター化 の影

響 である と著者 は指摘 してい る.同 様 の現象 は近年,

世界の主要都市で見出す ことがで き,東 京の六本木

な ども例外で はないであろ う。

一 方
,北 京の都心 部に隣接す るかっての繁華街で

あ る大柵欄(ダ ー シー ラン)に は,清 朝か ら続 く老

舗 が立地 し,伝 統 的家屋が並ぶ胡 同(フ ー トン)と

い う路地 があ るが,北 京 オ リンピックを控えて再開

発事業 が進 め られてい る.こ の論考で は,大 柵 欄へ

の訪 問者100名 に対 す る聞取 り調 査を実施 し,訪 問

者 が ほとん ど外国人 を含む観光 客であ ること,来 訪

目的が歴史景観 の鑑 賞や漢 方薬等 の シ ョッピングで

あ ることな どをつ きとめた.こ のよ うな結果 か ら,

観光客 の視点 に立 った景観 保全 と繁華街 に不可 欠な

市場原 理を両 立 させ るため に,保 護 地区 と再 開発地

区に ゾーニ ングす ることを提案 してい る.

以上のよ うに,本 書 は都市 システ ムや都市の内部

構造,都 市イ メージな ど都市地理学が培 って きた さ

まざまな アプ ローチで都市観光を研究対象 と したと

ころに特長があ る.そ う した都市観光の研究手法や

調査 スケールの設定な どはきわ めて参考 になるもの

で あり,一 読の価値が ある.た だ し,本 書 は都市観

光で くくられて はいるものの,国 際会議で の発表 を

元 に書かれ たその性格上,全 体 と して のまとま りに

は若干欠 けて いる.ま た,テ ーマが大 き く,さ らに

深 く切 り込 むよ うな分析 が欲 しい と思 わせ る論考 も

ある.し か し,い ずれ もがスポーツイベ ン トや世界

遺産,ウ ェ ブサイ トなどのホ ッ トな話題 に迫 った意

欲 的な研究 ばか りであ る.著 者 たちの今後 の成果 に

注 目 したい.

(佐藤大祐)
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